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宮城県は、明治 5年（1872 年）2 月 16 日、
旧仙台藩を中心とした「仙台県」から改称
する形で成立し、令和 4 年（2022 年）2 月
に 150 周年の節目を迎えます。

2022.

8
■宮城県経済の動き� ――――――――――――――――――――――　1

■県内企業動向調査報告�――――――――――――――――――　12

■主要経済指標� ――――――――――――――――――――――――　26

■経済日誌�――――――――――――――――――――――――――――　30



（参考）県内景況判断の推移
2022年6月 7月 8月

総 括 判 断

震災復興需要の反動や
新型肺炎の影響などか
ら、持ち直しの動きが
鈍化している
（据え置き）

一部に弱い動きがみら
れるものの、全体とし
ては緩やかに持ち直し
ている
（上方修正）

一部に弱い動きがみら
れるものの、全体とし
ては緩やかに持ち直し
ている
（据え置き）

生 産 供給制約などから弱含
んでいる

供給制約などから弱含
んでいる

供給制約などから弱含
んでいる

公共投資
震災復興需要の反動な
どから弱めの動きと
なっている

弱めの動きとなってい
る

弱めの動きとなってい
る

住宅投資 持ち直している 持ち直している 持ち直している

個人消費

持ち直しに一服感がう
かがわれ、概ね横ばい
圏内の動きとなってい
る

一部に強い下押しが残
るものの、総じて緩や
かに持ち直している

一部に強い下押しが残
るものの、総じて緩や
かに持ち直している

雇用情勢
弱含みであるものの、
持ち直しに向けた動き
となっている

バラツキがあるものの、
全体としては持ち直し
ている

バラツキがあるものの、
全体としては持ち直し
ている

2021年10～12月 2022年1～3月 4～6月

企業の景況感

総じて持ち直しの動き
となっている

基調としては緩やかに
持ち直しているが、こ
のところ下振れしてい
る

厳しさが残るものの総
じて緩やかな持ち直し
の動きとなっている

注）下線は前月(回)からの変更箇所

生産は供給制約などから弱含んでいる。需要面の動きをみると、公共投資は
弱めの動きとなっている。住宅投資は持ち直している。個人消費は一部に強い

下押しが残るものの、総じて緩やかに持ち直している。雇用情勢はバラツキがあるものの、全
体としては持ち直している。
この間、企業の景況感は厳しさが残るものの総じて緩やかな持ち直しの動きとなっている。

最近の県内景況をみると、一部に弱い動きがみられるものの、全体としては緩
やかに持ち直している。
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宮城県経済の動き

概　　況



ウクライナ情勢の長期化による資源価格等の高止まりなどから、国内でも徐々に家計部門へ
の負担転嫁が進んでいますが、インフレ抑制のため政策金利引上げに踏み切る欧米との金利差
拡大が急速な円安をもたらし、県内経済にとってはまさに「泣き面に蜂」の状況です。一方、
急ピッチの利上げによる景気減速懸念などから、円相場は短期間で振れ幅の大きな粗い値動き
を続けていますが、県内では円安・円高双方に影響を受ける製造業よりも円安のみを「経営上
の課題」とする非製造業の方が多勢であり、当面は経営・業況への影響が幅広い業種に及びそ
うです。

（全国、東北経済の基調判断）＜要約＞
月例経済報告（全国） 経済の動き（東北）

景気全体 緩やかに持ち直している（⇧ ）
� （7月26日）

緩やかに持ち直している
（7月22日）

個人消費 緩やかに持ち直している（⇧ ） 新型コロナウイルス感染症の影響など
が和らぐ中、持ち直している

設備投資 持ち直しの動きがみられる 増加している

住宅投資 底堅い動きとなっている 持ち直している

公共投資 底堅い動きとなっている 震災復興関連工事の一巡などから、減
少している

生　　産 持ち直しの動きに足踏みがみられる 供給制約の影響が強い状態にあるが、
総じてみれば持ち直し基調にある

雇　　用 持ち直している（⇧ ） 改善の動きがみられる

注）下線部は上方修正（⇧ ）または下方修正（ ⇩）� （出所：内閣府、日銀仙台支店）
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今月のポイント
今月のポイント

【全 体】

ウクライナ情勢の長期化による資源価格等の高止まりなどから、国内でも徐々に家計部門への

負担転嫁が進んでいますが、インフレ抑制のため政策金利引上げに踏み切る欧米との金利差拡大

が急速な円安をもたらし、県内経済にとってはまさに「泣き面に蜂」の状況です。一方、急ピッチ

の利上げによる景気減速懸念などから、円相場は短期間で振れ幅の大きな粗い値動きを続けてい

ますが、県内では円安・円高双方に影響を受ける製造業よりも円安のみを「経営上の課題」とする

非製造業の方が多勢であり、当面は経営・業況への影響が幅広い業種に及びそうです。

（全国、東北経済の基調判断）＜要約＞

月例経済報告（全国） 経済の動き（東北）

景気全体 緩やかに持ち直している（↑）

（ 月 日）

緩やかに持ち直している

月 日

個人消費 緩やかに持ち直している（↑） 新型コロナウイルス感染症の影響など

が和らぐ中、持ち直している

設備投資 持ち直しの動きがみられる 増加している

住宅投資 底堅い動きとなっている 持ち直している

公共投資 底堅い動きとなっている 震災復興関連工事の一巡などから、減

少している

生 産 持ち直しの動きに足踏みがみられる 供給制約の影響が強い状態にあるが、

総じてみれば持ち直し基調にある

雇 用 持ち直している（↑） 改善の動きがみられる

注．下線部は上方修正（↑）または下方修正（↓） （出所：内閣府、日銀仙台支店）
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出典：当社作成（以下も同じ）
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季調値：2015年＝100

３カ月後方移動平均値
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鉱工業生産指数

出典：宮城県企画部「宮城県鉱工業生産指数」（以下も同じ）
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季調値：2015年＝100
全　国 東　北 宮城県

７７ＢＩ（暫定値）は、下
げ止まりの動きとなっている。

6月の７７ＢＩ（暫定値）は、前月比横ばい
の100.7となった。
採用指標別にみると、前月と比べ建築物着工
床面積、有効求人倍率は上昇したが、宮城県消
費動向指数は低下した。また、5月の鉱工業生
産指数は前月比上昇した。
一方、移動平均値（3カ月後方）は、前月比
0.2ポイント上昇の100.5となった。

鉱工業生産指数は、供給制
約などから弱含んでいる。

5月の鉱工業生産指数は、前月比4.2％上昇の
104.7となった。業種別にみると、食料品工業
が前月比プラスとなったことなどから、2カ月
ぶりに前月を上回った。
一方、前年と比較すると、汎用・生産用・業
務用機械工業が前年を上回ったことなどから、
全体では前年比9.4％の上昇となり、12カ月連
続して前年を上回っている。

７７ＢＩ� （季節調整値、2015年＝100）
2022年4月 5月 6月

ＢＩ値 100.0 100.7 100.7
鉱工業生産指数 100.5 104.7 104.7
宮城県消費動向指数 96.0 109.9 106.8
建築物着工床面積 142.0 71.8 88.1
有効求人倍率 101.0 101.0 102.5

鉱工業生産指数� （2015年＝100、前年比：％）
2022年3月 4月 5月

化学、石油・石炭製品工業 60.8� ▲�35.2� ▲�27.0�
パルプ・紙・紙加工品工業 15.6� 4.5� 31.0�
窯業・土石製品工業 ▲　8.5� 1.3� 1.8�
電子部品・デバイス工業 ▲�24.3� ▲�21.6� ▲�15.4�
汎用・生産用・業務用機械工業 69.3� 74.5� 49.6�
輸送機械工業 ▲�17.1� ▲　7.8� 28.0�
食料品工業 ▲　0.3� 4.2� 24.6�

鉱工業生産指数� （2015年＝100、前年比：％）
2022年3月 4月 5月

宮城県（季調済指数） 105.3� 100.5� 104.7�

宮城県 6.2� 0.3� 9.4�
東北 0.5� 0.5� 3.5�
全国 ▲　1.7� ▲　4.9� ▲　3.1�

※７７ＢＩは、宮城県全体の景気動向を計量的に把握する
ため、鉱工業生産指数、宮城県消費動向指数（当社作
成）、建築物着工床面積、有効求人倍率の4つの指標を
合成し、当社が独自に作成した指標。当月の鉱工業生産
指数は暫定的に前月と同値と仮定している。
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７ ７ Ｂ Ｉ

生 産 動 向

　部品不足や上海の都市封鎖など依然として強い
供給制約のもと、食料品工業が順次値上げ
する冷凍食品を中心に増え、紙・パルプや
輸送機械などにも地震被害や生産調整など
からの挽回生産・在庫積増しの動きがみら
れました。

　底堅い雇用と消費に支えられて単月の
水準は維持、四半期（暫定値）では 2期
ぶりに上昇するなど、このところ底打ち感
がみられています。



5月の主要業種別の生産動向をみると
基礎素材型業種では、化学、石油・石炭製品工業が、前月比では3カ月ぶりにプラスとなったが、
前年比では複合肥料の生産が減少したことなどから前月に引続きマイナスとなっている。
パルプ・紙・紙加工品工業が、前月比では前月に引続き、前年比では段ボールシートの生産が増
加したことなどから4カ月連続してプラスとなっている。
窯業・土石製品工業が、前月比では生コンの生産が減少したことなどから3カ月ぶりにマイナス
となったが、前年比では前月に引続きプラスとなっている。
加工組立型業種では、電子部品・デバイス工業が、前月比ではトランスの生産が増加したことな
どから前月に引続きプラスとなっているが、前年比では5カ月連続してマイナスとなっている。
汎用・生産用・業務用機械工業が、前月比ではプレス用金型の
生産が減少したことなどから前月に引続きマイナスとなっている
が、前年比では12カ月連続してプラスとなっている。
輸送機械工業が、前月比では4カ月連続してプラスとなってお
り、前年比では9カ月ぶりにプラスとなった。
生活関連型業種では、食料品工業が、配合飼料の生産が増加し
たことなどから、前月比、前年比とも前月に引続きプラスとなっ
ている。
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